
東丹沢：平成 31年 4月 21日 

半原越―仏果山 

＜「登山道補修隊」の活動を行いました＞ 

●神奈川県自然公園指導員 12名とパークレンジャー等スタッフ 3名の計 15名で、 

登山道の補修作業を行いました。 

 

●半原越から仏果山に向かう登山道には、丸太階段の急登が何か所かあります。 

 古くなった階段が壊れて脇を歩く登山者が多くなると、登山道の幅が必要以上に 

広がってしまい、植生への悪影響が懸念されます。 

今回の補修では、このような壊れた丸太階段を修復して歩きやすくしました。 

 

古くなって壊れた丸太階段 

 

●集合場所の土山峠で本日の作業内容を説明したあと、まずは準備体操です。 



●稜線まで登り、あらかじめ準備しておいた丸太を作業場所まで運びます。 

 丸太を２本背負うと相当な重さとなり、つらい登りが続きます。 

 ※今回使った丸太は間伐材で、森林所有者の許可を得ています。 

 

●参加者は 3班に分かれて活動しました。それぞれの班はどこをどのように 

補修すれば歩きやすくなるのか、事前にしっかり確認してから作業に入ります。 

 

●古い鉄の杭を再利用して丸太を固定します。 

  



●丸太は木の根にからませることで、より強く固定できます。 

  また、ハードル化を防ぐために丸太の周りに石を詰め込みます。 

 

●無事作業が終わり季節の花を楽しみながら土山峠へ下山しました。 

 ミツバツツジが見頃を迎え、ヤマツツジも咲き始めていました。 

  


